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京都府下における椀形須恵器の基礎的研究

－６・７世紀を中心として－

名 村 威 彦

１．はじめに
「椀」と呼ばれる須恵器は生産時期から

大きく二種類に分けられる。１つは５世

紀代に生産され、「カップ形」とも言え

る形態をした須恵器（図１左）、もう１つ

は６世紀後半以降に生産され、「盌」と

も呼ばれる須恵器である（図１右）。いず

れも椀形須恵器と呼ばれるが、両者に系譜的な連続性がないことが明らかとなってい
（注１）

る。

本稿で対象とする椀形須恵器は後者であり、脚台をもつ資料も含める。椀形須恵器は、

仏具等にみられる金属製容器の模倣土器として捉えられることも多く、仏教伝来を始めと

する６世紀後半の歴史的背景や、７世紀代に成立する金属器志向の土器様式の中に位置づ

けうる特徴的な器種である。本稿では京都府下の椀形須恵器を集成し、型式や消長など基

礎的な検討を行い、６世紀後半から７世紀にかけての須恵器生産の動向に迫りたい。

２．椀形須恵器の分類
管見の限り、京都府下では108遺跡から約209点

の椀形須恵器を確認している。椀形須恵器の形態

は多様で、まずは形態的特徴から以下の通り型式

分類を行い、資料の整理を試みる。椀形須恵器の

各部名称は図２に示す。なお、７世紀以降、椀形

須恵器は杯類との区別が困難なことも多い。恣意

的との批判を承知の上で、本稿では分析の過程でいくつかの「典型的な」杯資料の口径と

径高指数（器高/口径×100）を計測し、口径12.0cm以下で径高指数が45より小さい資料は

基本的には杯として捉え、椀との形態的境界とした。また椀形須恵器として報告された資

料のほか、一部、鉢形須恵器や壺形須恵器として報告された資料も検討に含む。

大阪府陶邑窯跡群
高蔵第 305 号窯

大阪府陶邑窯跡群
栂第 68 号窯

図１　椀形須恵器
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図２　椀形須恵器各部名称
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①椀Ａ類（図２）

径高指数50以下の比較的浅手の椀である。底部、体部、口縁部の形状が多様でさらに細

分することも可能であるが、現状では細分類に有意性を見いだせていない。参考程度に１

～５類の細分類を提示しておく。

椀Ａ１類　丸底である。体部から口縁部にかけて直線的に上方へのびるもの、やや外側

に広がりながら直線的にのびるもの、緩やかに内湾するものがあり、多様な形態を示す。

器幅が14cmを超える大型の資料（19～24、数字は図３～８に同じ、以下同文）は、鉢形須

恵器と捉えることもできる。また、角形把手がつく資料（７）も認められる。なお久田山Ｂ

20号墳出土資料（16）は報告書では蓋として報告されているが、椀の可能性が高いと判断

し、天地を反転した。

椀Ａ２類　平底傾向である。体部から口縁部にかけて、わずかに内湾する資料と直線的

に上方へのびる資料がある。湯船坂２号墳１・２区出土資料（25）は径高指数では杯の範疇

に含まれるが、共伴遺物の杯と比較したときに明らかに異なるため椀と判断した。

椀Ａ３類　体部から口縁部にかけてわずかに内湾させ、口縁部を外方へ緩やかに屈曲さ

せる。器幅14cmを超える大型の資料（42）が確認できる。なお畑大塚古墳出土資料（41）は

報告書では蓋として報告されているが、椀の可能性が高いと判断し、天地を反転した。

椀Ａ４類　平底で、体部は内湾しながら外側へ広がる。口縁部は外側へ屈曲する。鉢形

須恵器と捉えることもできる。

椀Ａ５類　底部と体部の境界に沈線が施され、体部から口縁部にかけて緩やかに外反す

る。器幅が14cmを超える大型の資料（48）は、鉢形須恵器と捉えることもできる。

②椀Ｂ類（図４）

径高指数が50より大きく、62.5以下の比較的深手の椀である。蓋を伴う資料も認められ

る。古墳時代中期の杯蓋を逆転させたような、体部に突線状の段が巡る特徴的な資料（78・

79）があり、これらは別類型として捉えうるかもしれない。

③椀Ｃ類（図４）

径高指数が62.5より大きい、「湯呑み形」の椀である。底部は平底傾向のものが多い。

角形把手がつく資料が認められる。

④椀Ｄ類（図５）

径高指数が50以下の比較的浅手の椀で、体部の中位に沈線や稜線が施される。体部中位

から口縁部にかけては緩やかに外反しながらのびる。蓋を伴う資料も認められる。口径と

径高指数が杯の範疇に含まれるものがあるが、通有の杯とは形態的に明らかに異なる一群

と判断し、椀に分類した。
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図３　椀形須恵器（１）※各報告書を再トレース

92. 隼上り１号墳

8. 堤谷窯跡群灰原

14. 裾谷遺跡ＳＢ04

101. 荒坂Ｂ支群 19 号横穴

10. 崩谷３号墳

3. 高山 12 号墳

39. 鴨野１号墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-1. 湯船坂２号墳

57. 久田山Ｂ20 号墳

60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳

68. 馬路遺跡柱穴ＳＰ03

旦椋遺跡溝ＳＤ05

69. 小金岐３号墳

8. 堤谷窯跡群灰原

105. 松井 22 号横穴

48. 味方遺跡竪穴建物ＳＢ04

11-1. 湯船坂２号墳

11-2. 湯船坂２号墳

66. 宮川１号墳

77. 大淵遺跡溝ＳＤ101

77. 大淵遺跡溝ＳＤ101

78. 佐伯遺跡包含層

28. 駒田遺跡溝ＳＤ４

30. 滝岡田古墳

70. 小金岐９号墳

21. 新宮１号窯燃焼部

64-1. 壺ノ谷 13 号窯灰原

89. 松田遺跡ＳＤ624

2. 高山５号墳

9. 崩谷１号墳

16. 左坂横穴Ａ支群
５号横穴

99-1. 狐谷横穴群炭土壙

91-1. 隼上り瓦窯跡
２号窯灰原

12. 畑大塚２号墳

64-2. 壺ノ谷 13 号窯灰原

73. 国分 55 号墳

8. 堤谷窯跡群灰原

24. 大風呂１号墳

39. 鴨野１号墳

37. 長谷古墳 37. 長谷古墳

98. 芝山遺跡土坑ＳＫ01

椀Ａ１類 椀Ａ２類 椀Ａ３類

椀Ａ４類

椀Ａ５類

遺跡名の数字は表１・図９に同じ

0 20cm1:6

１
14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13
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図４　椀形須恵器（２）※各報告書を再トレース

遺跡名の数字は表１・図９に同じ

0 20cm1:6

49 61 73
81

88

89

90

91

92

93

94
95

96

82

83

84

85

86

87

74

75

76

77

78

79

80

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

50

51

52

53

54

55

56

57

59

60

58

椀Ｂ類 椀Ｃ類

角形把手付椀Ｃ類

91-1. 隼上り瓦窯跡
２号窯灰原

39. 鴨野１号墳

30. 滝岡田古墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-2. 湯船坂２号墳

63．壺ノ谷 11 号窯
土坑 P1 一括

29. 中上司１号墳

30. 滝岡田古墳

41. 向野西９号墳

39. 鴨野１号墳

62. 壺ノ谷１号窯灰原

60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳

36. 石本遺跡溝２

32-2. 浦入遺跡Ｑ地点包含層

79. 犬飼遺跡開析谷ＮＲ50

91-1. 隼上り瓦窯跡
２号窯灰原

76. 河原尻遺跡ＳＨ40

11-1. 湯船坂２号墳

11-2. 湯船坂２号墳

102. 荒坂Ｂ支群 19 号横穴

23. 解谷３号墳

11-2. 湯船坂２号墳

30. 滝岡田古墳

30. 滝岡田古墳

36. 石本遺跡溝２

41. 向野西９号墳

36. 石本遺跡溝２

27. 地蔵山遺跡包含層

5. 遠所遺跡竪穴建物１～６

33. 山根古墳

33. 山根古墳

88. 今里遺跡
落ち込みＳＸ02

90. 西浦遺跡包含層

96. 旦椋１号墳周溝埋土

35. 阿良須遺跡包含層

95. 旦椋遺跡溝ＳＤ05

64-2. 壺ノ谷 13 号窯窯体内

10. 崩谷３号墳

11-2. 湯船坂２号墳

86. 長野丙古墳群

62. 壺ノ谷１号窯灰原

77. 大淵遺跡溝ＳＤ101

81. 法貴峠 20 号墳

81. 法貴峠 20 号墳
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⑤椀Ｅ類（図５）

丸底傾向で体部下半に最大幅をも

ち、口縁部にかけて内傾する、「截

頭卵形」の椀である。蓋を伴う資料

や、半環状把手のつく資料もある。

⑥椀Ｆ類（図６）

平底傾向で体部下半に最大幅をも

ち、口縁部にかけて内傾しながらわ

ずかに外反する椀である。深手の

資料（122～124）と浅手の資料（125・

126）があり、蓋を伴う資料もある。

口径と径高指数が杯の範疇に含まれ

るものがあるが、通有の杯とは異な

る一群と判断し、椀に分類した。

⑦椀Ｇ類（図６）

体部から口縁部にかけて直線的

に、外側に広がりながらあるいは、

まっすぐ上方へのびる椀である。

⑧椀Ｈ類（図６）

体部から口縁部にかけて大きく広

がりながら内湾する、鉢形を呈する

椀である。赤花古墳出土資料（137）

は、椀の可能性が高いと判断し、天

地を反転した。

⑨椀Ｉ類（図８）

体部下半で膨らみ、上半にかけて

すぼまりながら、口縁部は直線的に

上方へのびる椀である。資料数が少

ないが、類例が増える可能性を考え、

設定しておく。

⑩椀Ｘ類（図６）

Ａ～Ｉに属さない椀類である。

遺跡名の数字は表１・図９に同じ

0 20cm1:6

椀Ｄ類 椀Ｅ類

97 106

114

115

116

117

118

119

120

121

107

108

109

110

111

112

113

98

99

100

101

102

103

104

105

17. 里ヶ谷４号横穴

40. 池の奥４号墳

3. 高山 12 号墳

9. 崩谷１号墳

19. 大田鼻６号横穴

19. 大田鼻６号横穴

19. 大田鼻６号横穴

19. 大田鼻６号横穴

101. 荒坂Ｂ支群９号横穴

6. 桃谷古墳

40. 池の奥４号墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-2. 湯船坂２号墳

45. 奉安塚古墳

11-1. 湯船坂２号墳

11-1. 湯船坂２号墳

32-1. 浦入遺跡焼土 13 ～ 15

7. 堤谷１号窯灰原
Ⅶ層

34. 桑飼上遺跡包含層

14. 裾谷遺跡ＳＢ04

91-2. 隼上り瓦窯跡溝ＳＤ02

91-1. 隼上り瓦窯跡２号窯灰原

91-1. 隼上り瓦窯跡２号窯灰原

38. 太田森２号墳

38. 太田森２号墳

図５　椀形須恵器（３）※各報告書を再トレース
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図６　椀形須恵器（４）※各報告書を再トレース

遺跡名の数字は表１・図９に同じ
0 20cm1:6

椀Ｆ類 椀Ｈ類 椀Ｘ類

椀Ｇ類

台付椀Ｂ類

台付椀Ａ類

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145 146

149 150

151

154

156

157

160

158

159

163

161

162 164

165 166

167 168

169 170

155

152 153

147

148

16. 左坂横穴Ａ支群
５号横穴

22. 丹後国分寺包含層

46. 三宅遺跡溝ＳＤ16

31. 三浜丸山１号墳

19. 大田鼻６号横穴

80. 南条４号墳

49. ゆきおれ窯跡表採

85. 北野廃寺溝ＳＤ38
下層

8. 堤谷窯跡群灰原

83. 周山瓦窯跡３号窯

8. 堤谷窯跡群灰原

97. 正道遺跡ＳＤ8301

42. 広峯遺跡包含層

96. 旦椋１号墳周溝埋土

87. 菩提院廃寺瓦窯跡
灰原 35 層直下

26. 赤花古墳

62. 壺ノ谷１号窯灰原

91-1. 隼上り瓦窯跡２号窯灰原

91-1. 隼上り瓦窯跡２号窯灰原

30. 滝岡田古墳

84. 御堂ヶ池 11 号墳
（大宝寺２号墳）

107. 森垣外遺跡第３次
流路 14

108. 堀切４号墳

101. 荒坂Ｂ支群９号横穴

60. 天神山３号墳 60. 天神山３号墳 60. 天神山３号墳

61. 天神山４号墳 61. 天神山４号墳 61. 天神山４号墳

75. 国分 61 号墳

60. 天神山３号墳 60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳 60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳 60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳

60. 天神山３号墳

43. 中坂８号墳

20. 有明５号横穴

101. 荒坂Ｂ支群９号横穴 65. 壺ノ谷 14 号窯
最終床面

79. 犬飼遺跡第３開析谷次ＮＲ50

104. 松井 20 号横穴
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図７　椀形須恵器（５）※各報告書を再トレース

台付椀Ｃ類

台付椀D類

台付椀Ｅ類

遺跡名の数字は表１・図９に同じ

0 20cm1:6

171 172 173 174 175

176 177 178 179 180

181 182 183 184

185 186 187 188 189

190

195

191

196

197

192 193 194

67. 千代川遺跡
ＳＤ04

1. 高山３号墳

12. 畑大塚２号墳 57. 久田山Ｂ20 号墳23. 解谷３号墳

96. 旦椋１号墳周溝埋土 74. 国分 56 号墳 36. 石本遺跡溝２ 93. 隼上り２号墳

23. 解谷３号墳 3. 高山 12 号墳 44. 土遺跡ＭＳＤ5003 3. 高山 12 号墳

45. 奉安塚古墳 54. 久田山Ｂ12 号墳

52. 久田山Ｂ７号墳 32-3. 浦入遺跡Ｐ１地点
包含層

45. 奉安塚古墳 34. 桑飼上遺跡包含層

51. 久田山Ｂ２号墳

15. 左坂古墳群Ｂ支群
29 号地点ＳＤ02

39. 鴨野１号墳

72. 国分 46 号墳

22. 丹後国分寺包含層 57. 久田山Ｂ20 号墳

62. 壺ノ谷１号窯灰原

100. 荒坂Ａ支群 42 号横穴
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71. 国分 26 号墳 13. エノボ横穴
下層包含層

台付椀Ｆ類

台付椀Ｇ類

台付椀Ｈ類

台付椀Ｘ類

椀Ｉ類

遺跡名の数字は表１・図９に同じ

0 20cm1:6

198
199

200 201

202 203 204 205

206 207 208 209

210 211 212 213

214 215
216

217 218 219

220 221

9. 崩谷１号墳

18. 帯城３号墳

50. 久田山Ｂ１号墳 53. 久田山Ｂ８号墳 82. 中西山１号墳
（春日部１号墳）

4. 相谷１号墳

55. 久田山Ｂ14 号墳 99-2. 狐谷８号横穴 59. 南稲葉遺跡Ｒ地区 56. 久田山Ｂ15 号墳

58. 久田山Ｂ22 号墳
94. 莵道谷下り１号墳周溝埋土

25. 定山遺跡掘り込みＳＸ02

44. 土遺跡ＭＳＤ5003 106. 松井 39 号横穴

87. 菩提院廃寺瓦窯跡灰原 35 層直下

2. 高山５号墳 47. 高谷２号墳

103. 伝松井横穴群 25. 定山遺跡掘り込みＳＸ0296. 旦椋１号墳周溝埋土 91-1. 隼上り瓦窯跡
２号窯灰原

図８　椀形須恵器（６）※各報告書を再トレース
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⑪台付椀Ａ類（図６）

径高指数62.5以下の椀部をもつ台付椀である。丸底の資料と平底の資料があり蓋を伴う

資料もある。天神山３号墳では椀と組み合う可能性が高い蓋（155～166）が出土している。

⑫台付椀Ｂ類（図６）

丸底で、内湾しながら外側へ広がる体部をもつ台付椀である。

⑬台付椀Ｃ類（図７）

径高指数が62.5より大きい、「湯呑み形」の椀部をもつ台付椀である。丸底の一群と平

底の一群がある。角形把手がつく資料が認められる。

⑭台付椀Ｄ類（図７）

体部の中位に沈線や稜線が施され、口縁部にかけては緩やかに外反しながらのびる椀部

に脚台がつく台付椀である。

⑮台付椀Ｅ類（図８）

丸底で体部下半に最大幅をもち、口縁部にかけて内傾する、「截頭卵形」の椀部に脚台

がつく台付椀である。体部から口縁部にかけて、ほとんど内傾しない資料もあるが、底部

の形態等から本分類に含めることが妥当と考え、型式的に形骸化した資料としておく。

⑯台付椀Ｆ類（図８）

底部から体部にかけては円筒状に真っすぐ伸び、口縁部付近は外反する椀部をもつ。資

料数が僅少であるが、椀類の中でも特異で、角形把手付台付椀の一類型と考えられる。

⑰台付椀Ｇ類（図８）

平底傾向の底部から口縁部にかけて直線的あるいは外反しながら開く椀部をもつ。開き

が弱く底部から上方へ直線的にのびる口縁の資料もあるが、側面形態が逆台形を示すこと

から本分類に含めることが妥当と考え、型式的にやや形骸化した資料として捉えておく。

⑱台付椀Ｈ類（図８）

体部から口縁部にかけて大きく広がりながら内湾する、鉢形を呈する椀部をもつ。

⑲台付椀Ｘ類（図８）

台付椀Ａ～Ｈに属さない資料群である。

以上、椀形須恵器を９類、台付椀形須恵器を10類に分類した。このうち、椀Ｃ類と台付

椀Ｃ類、椀Ｄ類と台付椀Ｄ類、椀Ｅ類と台付椀Ｅ類、椀Ｈと台付椀Ｈ類は、椀部形状が明

確に類似しており、互いに対応する同一系統の類型と捉えられる。以降の分析では両者を

一括して検討する。また角形把手をもつ資料は、台付椀Ｆ類を除いて、椀部の形状でいず

れかに分類できるため、原型とした椀および台付椀に角形把手を付加させたものとみなし、

椀部形状による分類に従って分析する。
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３．椀形須恵器の分布と時期
椀形須恵器について、類型ごと

に分布を整理する。全体では、山城、

丹波、丹後の各地域の主要な平野

に普遍的に分布しているが、丹波

地域に関しては現在の京丹波町に

分布の空白地帯があり南北に分か

れる（図９）。このうち、丹波北部

と丹後に中心的に分布する類型と

して椀・台付椀Ｄ類、椀・台付椀

Ｅ類、資料数が少ないが椀Ｆ類が

挙げられる。注意しておきたいの

は椀・台付椀Ｄ類、椀・台付椀Ｅ

類はいずれも分布の中心である丹

波北部と丹後のほかに飛び地のよ

うに山城地域の南部に分布することである。両地域に直接の関連性があるとは考え難いが、

これらの類型の椀が分布する、共通の背景が存在する可能性がある。

出土遺構に関しては、古墳・横穴等の墳墓64地点、建物等集落が３地点、生産遺跡の窯

跡が11地点、その他の性格不明遺構等が35地点であり、その半数以上が墳墓への副葬品と

して使用されたことがわかる。墳墓の規模については、玄室面積が10㎡を超える大型の石

室墳もあるが、小規模な石室墳や横穴墓からも出土しており、有力墓に偏在することはな

い。後述する通り、椀形須恵器の多くは銅鋺を代表とする金属製容器の模倣と想定される

ことも多く、仏具等との関連も考えうるが、現在のところ寺院や官衙などの仏教や地方行

政に関わる遺跡からの出土はほとんどない。

椀形須恵器の各類型の消長を検討する。基準とする編年は、京都府下の各地域の編年を

用いることが望ましいが、現状では編年が確立しているとは言い難い。地域特有の器種組

成や型式変化を反映していないという問題はあるが、統一的な基準で分析を行うため、古

墳時代については『須恵器大成
（注２）

』における編年を、飛鳥時代については『飛鳥時代の土器

編年再考
（注３）

』で提示された編年を用いて検討したい。

椀形須恵器の出土遺構は多岐にわたる。墳墓は追葬があること、窯跡は一定の操業期間

が見込まれること、集落やその他の遺構は一括資料に乏しいことなど、椀形須恵器の所属

時期を明確にすることが難しい状況にある。そこで、以下の方法で分析を行った。
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図９　椀形須恵器分布図
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所在地 遺跡名 出土地点 種類 時期 出土類型 文献
1 京丹後市 高山３号墳 玄室か羨道 古墳 飛鳥Ⅰ古～Ⅱ 台 E

セ概 292 京丹後市 高山５号墳 玄室 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ古 椀 A3・台 X
3 京丹後市 高山 12 号墳 石室内 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ中 角椀 A1・椀 D・台 D
4 京丹後市 相谷１号墳 玄室 古墳 飛鳥Ⅰ古～新 台 G 注４

5 京丹後市 遠所遺跡 竪穴建物１～６ 集落 TK43 ～ TK209、飛鳥
Ⅲ～Ⅳ 椀 C セ報 21

6 京丹後市 桃谷古墳 石室内 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ中 椀 E 府報 22
7 京丹後市 堤谷１号窯 灰原Ⅶ層 窯跡 飛鳥Ⅰ古 椀 E

府教委 1993
8 京丹後市 堤谷窯跡群 灰原 窯跡 飛鳥Ⅰ古～Ⅴ 椀 A1・椀 A4・椀 G
9 京丹後市 崩谷１号墳 羨道 古墳 MT85 ～飛鳥Ⅰ中 椀 A3・椀 D 府教委 1988
10 京丹後市 崩谷３号墳 石室内 古墳 MT85 ～飛鳥Ⅰ中 椀 A1・角椀 C・台 F 府教委 1989

11-1 京丹後市 湯船坂２号墳 １・２区 古墳 TK43 ～ TK209 椀 A1・椀 A2・椀 B・椀 E
久美浜町７

11-2 京丹後市 湯船坂２号墳 ９～ 21 区 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅲ 椀 A2・椀 B・角椀 C・椀
E

12 京丹後市 畑大塚２号墳 玄室 古墳 MT85 ～ TK209 椀 A3・台 C 久美浜町 10
13 京丹後市 エノボ横穴 下層包含層 その他 飛鳥Ⅰ中～Ⅱ 椀 I 府教委 1995
14 京丹後市 裾谷遺跡 ＳＢ 04 集落 TK209 ～飛鳥Ⅰ新 椀 A1・椀 E セ概 65

15 京丹後市 左坂古墳群Ｂ支
群 29 号地点 溝状遺構 SD02 その他 TK43 ～飛鳥Ⅰ中 台 E 府教委 1991

16 京丹後市 左坂横穴Ａ支群
５号横穴 横穴墓 飛鳥Ⅲ～平城Ⅰ 椀 A3・椀 F 府教委 1993

17 京丹後市 里ヶ谷４号横穴 前庭部 横穴墓 TK209 ～飛鳥Ⅰ古 椀 D セ概 55
18 京丹後市 帯城３号墳 木棺土壙 古墳 MT15 台椀 F 府教委 1985
19 京丹後市 大田鼻６号横穴 玄室か 横穴墓 TK209 ～飛鳥Ⅰ中 椀 D・椀 F 府教委 1987
20 京丹後市 有明５号横穴 前庭部 横穴墓 飛鳥Ⅲ～飛鳥Ⅳ 台 B 大宮町 14
21 京丹後市 新宮１号窯 燃焼部 窯跡 飛鳥Ⅰ古～飛鳥Ⅴ 椀 A5 府教委 1974
22 宮津市 丹後国分寺跡 下層包含層 その他 ― 椀 F 宮津市 22
23 与謝野町 解谷３号墳 石室内 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ新 椀 B・台 C・台 D 岩滝町 12
24 与謝野町 大風呂１号墳 墳丘内 古墳 ― 椀 A1 注５
25 与謝野町 定山遺跡 掘り込みＳＸ 02 その他 TK43 ～飛鳥Ⅰ中 台 G セ概 54
26 与謝野町 赤花古墳 不明 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ新 椀 H 岩滝町４
27 与謝野町 地蔵山遺跡 包含層 その他 ― 椀 C 注６
28 与謝野町 駒田遺跡 溝ＳＤ４ その他 飛鳥Ⅲ～Ⅴ 椀 A2 加悦町 27
29 与謝野町 中上司１号墳 石室内 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ新 椀 B 加悦町５
30 与謝野町 滝岡田古墳 石室内 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ中 椀 A2・椀 B・椀 X 加悦町 22
31 舞鶴市 三浜丸山１号墳 玄室 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ中 椀 F 舞鶴市 38

32-1 舞鶴市 浦入遺跡 焼土 13 ～ 15 その他 TK209 ～飛鳥Ⅰ中 椀 E
舞鶴市 3632-2 舞鶴市 浦入遺跡 Ｑ地点包含層 その他 ― 椀 B

32-3 舞鶴市 浦入遺跡 Ｐ１地点包含層 その他 ― 台椀 E
33 舞鶴市 山根古墳 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ古 椀 C セ概 62
34 舞鶴市 桑飼上遺跡 包含層 その他 飛鳥Ⅰ古～新 椀 E・台 E セ報 19
35 福知山市 阿良須遺跡 包含層 その他 ― 椀 C セ集 177
36 福知山市 石本遺跡 溝２ その他 TK10 ～飛鳥Ⅰ新 椀 B・台 C セ報８
37 福知山市 長谷古墳 不明 古墳 飛鳥Ⅰ古～新 椀 A1・椀 A3 注７
38 福知山市 太田森２号墳 玄室 古墳 飛鳥Ⅰ新 椀 E 注８
39 福知山市 鴨野１号墳 石室内か 古墳 TK10 ～飛鳥Ⅰ新 椀 A1・椀 A2・椀 B・台 C 福知山市 41
40 福知山市 池の奥４号墳 玄室か 古墳 MT85 ～飛鳥Ⅱ 椀 D・椀 E 福知山市７
41 福知山市 向野西９号墳 玄室 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅳ 椀 B 福知山市４
42 福知山市 広峯遺跡 包含層 その他 椀 G 福知山市 16

43 福知山市 中坂８号墳 石室内か 古墳 飛鳥Ⅰ中 台 B 府教委 1972・
注９

44 福知山市 土遺跡 溝ＭＳＤ 5003 その他 飛鳥Ⅰ古～中 台 D・台 H 福知山市 56
45 福知山市 奉安塚古墳 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ古 椀 E・台 E 福知山市 25
46 綾部市 三宅遺跡 溝ＳＤ 16 その他 ― 椀 F セ報 18
47 綾部市 高谷２号墳 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ古 台 X 綾部市１
48 綾部市 味方遺跡 竪穴建物ＳＢ 04 集落 TK43 ～飛鳥Ⅰ中 椀 A1 セ概 18
49 綾部市 ゆきおれ窯跡 表採 窯跡 飛鳥Ⅰ古～中 椀 G 綾部市 23
50 綾部市 久田山Ｂ１号墳 玄室 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ新 台 G

綾部市 45
51 綾部市 久田山Ｂ２号墳 古墳 MT85 ～ TK209 台 E
52 綾部市 久田山Ｂ７号墳 石室内か 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ新 台 E
53 綾部市 久田山Ｂ８号墳 玄室 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅲ 台 G
54 綾部市 久田山Ｂ 12 号墳 石室内か 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅱ 台 E

表１　椀形須恵器一覧
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所在地 遺跡名 出土地点 種類 時期 出土類型 文献
55 綾部市 久田山Ｂ 14 号墳 不明 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ新 台 G

綾部市 45
56 綾部市 久田山Ｂ 15 号墳 玄室 古墳 飛鳥Ⅰ中～新 台 G
57 綾部市 久田山Ｂ 20 号墳 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ中 椀 A1・台 C・台 E
58 綾部市 久田山Ｂ 22 号墳 羨道 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ新 台 G
59 綾部市 南稲葉遺跡 Ｒ地区包含層 その他 ― 台 G セ概 94
60 南丹市 天神山３号墳 玄室 古墳 飛鳥Ⅰ古～中 椀 A1・椀 B・台 A

園部町 10
61 南丹市 天神山４号墳 石室内 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ新 台 A
62 南丹市 壺ノ谷１号窯 灰原 窯跡 TK43 ～飛鳥Ⅰ中 椀 B・椀 C・椀 H・台 E

注 10
63 南丹市 壺ノ谷 11 号窯 土坑 P1 一括 その他 TK209 椀 B

64-1 南丹市 壺ノ谷 13 号窯 灰原 窯跡 TK209 ～飛鳥Ⅰ中 椀 A3・椀 A5
64-2 南丹市 壺ノ谷 13 号窯 窯体内 窯跡 飛鳥Ⅰ古～中 椀 C
65 南丹市 壺ノ谷 14 号窯 最終床面 窯跡 飛鳥Ⅱ・Ⅲ 台 A
66 亀岡市 宮川１号墳 石室内 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ中 椀 A2 府教委 1996
67 亀岡市 千代川遺跡 溝ＳＤ 04 その他 飛鳥Ⅰ新 台 C セ概 44
68 亀岡市 馬路遺跡 柱穴ＳＰ 03 その他 ― 椀 A1 セ概 123
69 亀岡市 小金岐３号墳 玄室 古墳 TK43 ～ TK209 椀 A1 セ概 17
70 亀岡市 小金岐９号墳 石室内 古墳 飛鳥Ⅰ新～Ⅲ 椀 A2 府教委 1977
71 亀岡市 国分 26 号墳 周溝 古墳 飛鳥Ⅰ古～新 椀 I セ集 129
72 亀岡市 国分 46 号墳 玄室 古墳 飛鳥Ⅰ古～中 台 C セ集 129
73 亀岡市 国分 55 号墳 石室内 古墳 飛鳥Ⅰ中～Ⅱ 椀 A5 セ集 134
74 亀岡市 国分 56 号墳 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ中 角台 C セ集 134
75 亀岡市 国分 61 号墳 玄室 古墳 飛鳥Ⅰ古～中 台 A セ集 147
76 亀岡市 河原尻遺跡 竪穴建物 SH40 その他 飛鳥Ⅰ新～Ⅱ 椀 B セ概 114
77 亀岡市 大淵遺跡 溝 SD101 その他 MT15 ～飛鳥Ⅰ古 椀 A2・椀 B セ概 111

78 亀岡市 佐伯遺跡 Ｂ―２トレンチ
包含層 その他 ― 椀 A2 セ集 178

79 亀岡市 犬飼遺跡 開析谷ＮＲ 50
Ⅰ・Ⅱ層 その他 TK43 ～飛鳥Ⅴ 椀 B・台椀 B セ集 185

80 亀岡市 南条４号墳 石室外 古墳 飛鳥Ⅱ 椀 G 注 11
81 亀岡市 法貴峠 20 号墳 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ古 椀 C セ集 197

82 亀岡市 中西山１号墳（春
日部１号墳） 石室内か 不明 TK209 ～飛鳥Ⅰ新 台 G 亀岡市 19

83 京都市 周山瓦窯跡３号窯 第５次操業 窯跡 平城Ⅰ 椀 G 注 12

84 京都市 御堂ヶ池 11 号墳
（大宝寺２号墳） 玄室 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ古 椀 X 注 13

85 京都市 北野廃寺 溝 SD38 下層 その他 飛鳥Ⅰ新～Ⅱ 椀 G 市埋研７
86 向日市 長野丙古墳群 不明 その他 TK43-209 角椀 C 注 14
87 向日市 菩提院廃寺瓦窯跡 灰原 35 層直下 窯跡 飛鳥Ⅲ・Ⅳ 椀 G・台 H 向日市 48
88 長岡京市 今里遺跡 落ち込み SX02 その他 TK209 ～飛鳥Ⅰ古 椀 C 長埋セ 47
89 大山崎町 松田遺跡 溝 SD624 その他 TK209 ～飛鳥Ⅴ 椀 A5 大山崎町 41
90 宇治市 西浦遺跡 包含層 その他 ― 椀 C 宇治市 35

90-1 宇治市 隼上り瓦窯跡 ２号窯灰原 窯跡 飛鳥Ⅰ古～中 椀 A3・椀 B・椀 E・椀 H・
台 G 宇治市３

90-2 宇治市 隼上り瓦窯跡 溝 SD02 その他 飛鳥Ⅰ新 椀 E 宇治市３
92 宇治市 隼上り１号墳 古墳 TK209 ～飛鳥Ⅰ中 椀 A1 セ報７・セ概20
93 宇治市 隼上り２号墳 古墳 TK43 ～飛鳥Ⅰ新 台 C セ報７
94 宇治市 莵道谷下り１号墳 周溝埋土 古墳 飛鳥Ⅰ古～Ⅲ 台 G 宇治市 5
95 宇治市 旦椋遺跡 溝 SD05 その他 TK209 ～飛鳥Ⅰ新 椀 A1・椀 C 宇治市 25
96 宇治市 旦椋１号墳 周溝埋土 古墳 ― 椀 C・椀 G・台 C・台 G 宇治市 28

97 城陽市 正道遺跡 掘立柱建物
SB8301 その他 飛鳥Ⅲ～Ⅳ 椀 G 城陽市 13

98 城陽市 芝山遺跡 Ｏ地区
土坑ＳＫ 01 その他 飛鳥Ⅲ～Ⅳ 椀 A5 セ集 189

99-1 八幡市 狐谷横穴群 炭土壙 その他 飛鳥Ⅰ新 椀 A3
セ概５・８

99-2 八幡市 狐谷８号横穴 横穴墓 横穴墓 飛鳥Ⅰ中・飛鳥Ⅳ 台 G

100 八幡市 荒坂Ａ支群 42 号
横穴 羨道 横穴墓 飛鳥Ⅰ古～新 台 E セ集 157

101 八幡市 荒坂Ｂ支群９号
横穴 玄室 横穴墓 飛鳥Ⅰ新～Ⅲ 椀 D・台 A セ報 34

102 八幡市 荒坂Ｂ支群 19 号
横穴 横穴墓 飛鳥Ⅰ新 椀 A １・椀 B セ報 34

103 京田辺市 伝松井横穴群 横穴墓 横穴墓 ― 台 G 田辺町３
104 京田辺市 松井 20 号横穴 横穴墓 TK209 台 B セ集 171
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所在地 遺跡名 出土地点 種類 時期 出土類型 文献
105 京田辺市 松井 22 号横穴 玄室 横穴墓 飛鳥Ⅰ古～Ⅱ 椀 A1 セ集 171
106 京田辺市 松井 39 号横穴 玄室 横穴墓 飛鳥Ⅰ新 台 H セ集 171
107 精華町 森垣外遺跡 流路 14 その他 ― 椀 X セ概 91
108 京田辺市 堀切４号墳 溝 その他 MT85 か 椀 X 田辺町 11

※１　番号は第９図に同じ
※２　文献凡例：「セ報」→『京都府遺跡調査報告書』+ 巻次　「セ概」→『京都府遺跡調査概報』+ 巻次
　　　「セ集」→『京都府遺跡調査報告集』+ 巻次　「府報」→『京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告』+ 巻次
　　　「府教委」→『埋蔵文化財調査概報』・『京都府埋蔵文化財調査報告書』（京都府教育委員会発行）+ 発行年
　　　「長埋セ」→長岡京市埋蔵文化財調査報告書 + 巻次「市埋研」　　　→京都市埋蔵文化財研究所調査報告
　　　「○○市（町）」→当該市町村発行の『文化財調査報告』+ 巻次

まず類型ごとに出土した遺跡を抽出し、共伴遺物等から時期が推定できる遺構について

個体数を計数する。遺構ごとの椀形須恵器の最大存続期間を明らかにし、個体数を最大存

続期間で等分することで、各時期の個体数を仮定する。各時期の個体数を合計し、当該類

型全体の個体数との比率を算出することで、時期ごとの存在率を明らかにし、椀形須恵器

の出現とピーク、消滅を視覚的に示す。

椀Ａ１類を具体例として挙げてみたい。表２に示すように、椀Ａ１類が出土した遺跡の

うち、時期が推定できる15遺跡から22個体が出土している。隼上がり１号墳では、出土遺

物はＴＫ209から飛鳥Ⅰ中相までの３時期にわたり、椀Ａ１類は１個体出土している。こ

の場合、個体数１に対して３時期（ＴＫ209・飛鳥Ⅰ古相・飛鳥Ⅰ中相）の存続期間がある

ため、個体数１を存続期間３で等分し、各時期の個体数を0.33個体と仮定する。他の遺跡

も同様に各時期の個体数を算出し、時期ごとに個体数を合計すると、ＭＴ85段階は0.2個体、

ＴＫ43段階は4.23個体、ＴＫ209段階は5.64個体、飛鳥Ⅰ古相は4.23個体、飛鳥Ⅰ中相は3.89

個体、飛鳥Ⅰ新相は2.53個体、飛鳥Ⅱは0.5個体、飛鳥Ⅲ～飛鳥Ⅴ・平城Ⅰは各0.25個体と

なる。これを椀Ａ１の総数22に対する割合で示すと、ＭＴ85段階は１％、ＴＫ43段階は

19％、ＴＫ209段階は26％、飛鳥Ⅰ古相は19％、飛鳥Ⅰ中相は18％、飛鳥Ⅰ新相は12％、

飛鳥Ⅱは２％、飛鳥Ⅲ～飛鳥Ⅴ・平城Ⅰは１％である。以上の分析を各類型に対して行い

この割合を視覚的に示したものが図10である。共伴土器の時期幅に対し出土数が少ない場

合、各時期の存在率が低くなり、本来存在しない時期にも存在率が表れてしまうという問

題があるため、存在率が０～10％の段階は実態と乖離する可能性があるが、10％を超えた

段階はある程度実態を示すと推測される。なお時期が推定できる遺構からの出土数が僅少

である台付椀Ｉ類、類例のない椀・台付椀Ｘ類については分析から除外した。

椀形須恵器の消長について概観すると、椀Ａ１類、Ａ２類、椀Ｂ類、椀・台付椀Ｃ類、椀・

台付椀Ｅ類がＴＫ43段階に現れると考えられ、椀Ａ３類、椀Ａ５類、台付椀Ｂ類、椀・台

付椀Ｄ類、台付椀Ｇ類がＴＫ209段階には現れる。これらの類型は実年代にして６世紀後

半でも遅い段階から７世紀初頭までの古墳時代に出現した椀といえる。これに対し、飛鳥
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Ⅰ古相から出現する台付椀Ａ類、椀・台付椀Ｈ類、飛鳥Ⅰ中相から出現する椀Ａ４類、飛

鳥Ⅱから出現する椀Ｇは７世紀以降の飛鳥時代に出現した椀と捉えられる。特に椀Ｇ類は

飛鳥Ⅴ・平城Ⅰまで一定数存在し続け、奈良時代以降も椀の形式として存続することから、

飛鳥Ⅰ以降に登場し、以降、一般的な椀として定着したことを示すものである。一方、椀

Ｇ類以外の類型はそのほとんどが飛鳥Ⅰ新相までしか存続せずに姿を消す。ただし、資料

数が少ないため実態を示していない可能性はあるものの、椀Ａ類の一部（椀Ａ４類、椀Ａ

５類）や台付椀Ｂ類は飛鳥Ⅱ以降も存続しており、全体としては姿を消してゆく傾向の中

で、７世紀中葉以降も椀として存続する類型も少数存在するようである。

MT85 TK43 TK209 飛鳥Ⅰ古
飛鳥Ⅰ
中

飛鳥Ⅰ
新 飛鳥Ⅱ 飛鳥Ⅲ 飛鳥Ⅳ 飛鳥Ⅴ

平城Ⅰ 点数
隼上り１号墳 0.33 0.33 0.33 1
荒坂Ｂ支群 19号横穴 1 1
堤谷窯跡群灰原 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 2
長谷古墳 0.33 0.33 0.33 1
鴨野１号墳 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 1
裾谷遺跡SB04 0.25 0.25 0.25 0.25 1
崩谷３号墳 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 1
天神山３号墳 1 1 2
久田山Ｂ 20号墳 0.25 0.25 0.25 0.25 1
湯船坂２号墳（１・２区） 3 3 6
小金岐３号墳 0.33 0.33 0.33 1
松井 22号横穴 0.25 0.25 0.25 0.25 1
味方遺跡 0.25 0.25 0.25 0.25 1
高山 12号墳 0.33 0.33 0.33 1
旦椋遺跡溝ＳＤ 05 0.25 0.25 0.25 0.25 1

期間別個体数 0.2 4.23 5.64 4.23 3.89 2.53 0.5 0.25 0.25 0.25 22
期間別存在率 1% 19% 26% 19% 18% 12% 2% 1% 1% 1% 100％

表２　椀A１類の時期別個体数

MT85

椀Ａ１類
椀Ａ２類
椀Ａ３類
椀Ａ４類
椀Ａ５類
椀Ｂ類

椀・台付椀Ｃ類
椀・台付椀Ｄ類
椀・台付椀Ｅ類

椀Ｆ類
椀Ｇ類

椀・台付椀Ｈ類
台付椀Ａ類
台付椀Ｂ類
台付椀Ｇ類

TK43 TK209 飛鳥Ⅰ古
飛鳥Ⅰ
中

飛鳥Ⅰ
新 飛鳥Ⅱ 飛鳥Ⅲ 飛鳥Ⅳ 飛鳥Ⅴ

平城Ⅰ 点数

22
９
８
３
３

３

31
23
13
27

９
７
10
４
13

１～５％ ６～ 10％ 11～ 15％ 16～ 20％ 21％～

図10　椀形須恵器の消長
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４．椀形須恵器の祖形と動向
最後に京都府下から出土した椀形須恵器の特徴について検討を試みる。出土した椀形須

恵器については、椀形須恵器９類型、台付椀形須恵器10類型と多様であり、そのすべてを

同じ系譜で捉えることはできないであろう。研究史を参照すると、金属製容器の模倣
（注15）

、陶

質土器の模倣
（注16）

、模倣土器の模倣
（注17）

、などの可能性が挙げられており、さらに陶質土器につい

てもどの地域の模倣とするか諸説がある。ただ、「金属製容器の模倣土器をさらに模倣し

たような、間接的な金属製容器模倣土器を含めて、金属製容器を本来の祖形とする類型」

と「陶質土器を祖形とする類型」と「祖形が不明の類型」の三類型に概括的に大別するこ

とは可能であろう。そこで、金属製容器と陶質土器との比較を行いたい。金属製容器につ

いては、銅鋺の型式と系譜、さらに模倣土器の性格について整理した吉岡康暢氏の論考
（注18）

を

参照した。陶質土器については韓半島の椀形陶質土器について検討した小池寛氏の論考
（注19）

や

藤川智之氏の論考
（注20）

を参照した。

椀Ａ類は径高指数で比較すると、吉岡分類鋺Ｃ・Ｄ類の範疇に含まれる。金属製容器に

特徴的な複線文を模倣した沈線が巡る資料も認められ、椀Ａ類は基本的に金属製容器の模

倣土器と捉えてよいと考える。なお、椀Ａ４類のように若干外側へ屈曲させる口縁部の形

状は吉岡分類鋺Ｃ・Ｄ類の銅鋺でも確認できるようであり、祖形になった可能性がある。

ただ、銅鋺は稜鋺（吉岡分類鋺Ｉ類）を除き、基本的に口縁部が緩やかに外反する資料がな

いため、Ａ３類やＡ５類は金属製容器の間接模倣にあたる可能性が高い。椀Ｂ類は径高指

数で比較すると、吉岡分類鋺Ａ類の範疇に含まれる。吉岡分類鋺Ａ類は基本的に鈕のある

蓋を伴う。椀Ｂ類は無鈕の蓋もあるが有蓋椀も認められ、Ａ類と同様、基本的に金属製容

器の模倣土器と捉えてよいと考える。椀・台付椀Ｃ類は、陶質土器の資料に形態的に類似

する資料がなく、金属製容器と比較しても傾向指数が一致する資料は確認できない。ただ

し、吉岡分類鋺Ａ類は傾向指数が近似し、形態的にも類似すること、体部に複線文が巡る

資料もあることから、さしあたり金属製容器の模倣土器と位置付けておく。椀・台付椀Ｅ

類は「截頭卵形」の椀部形状や半環状の把手をもつ資料から、小池分類陶質土器椀Ｂ２類、

藤川分類Ⅱ２類を祖形にするとみられる。椀Ｇ類は奈良文化財研究所の器種分類における

椀Ａにあたる。金属製容器を模倣した椀形須恵器の型式変化の末、定型化した器種である

と考えるならば、ある種の金属製容器の模倣と捉えられる。椀・台付椀Ｈ類は鉢形を呈す

るもので、明確に祖形とみなせる金属製容器や陶質土器は確認できない。ただ、「盂」の

ような銅鉢を模倣した可能性が高く、金属製容器模倣の類型と捉えられる。台付椀Ａ類は、

明確に祖形とみなせる金属製容器や陶質土器は確認できないが、椀部に巡る複線文や、蓋
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を伴う資料の存在から金属製容器の模倣の可能性が高い。椀部の径高指数を銅鋺と比較し

た場合、吉岡分類鋺Ｃ・Ｄ類の範疇に含まれるが、吉岡分類鋺Ｃ・Ｄ類には脚台がつかな

いため、直接的な祖形は存在しない。金属製容器の間接模倣に加えて脚台も付加し、ほと

んど本来の金属製容器の要素を残していない。台付椀Ｂ類は、明確に祖形とみなせる金属

製容器や陶質土器は確認できない。椀部の径高指数は概ね50以上となり、金属製容器の模

倣とした椀Ｂ類に脚台が付随するとも考えられ、金属製容器の間接模倣の結果、本来の金

属製容器から変容した形態となった台付椀と捉えておく。台付椀Ｆ類は、明確に祖形とみ

なせる金属製容器や陶質土器は確認できない。ただし、京都府下以外でも類例があり
（注21）

、角

形把手付台付椀の一型式として定型化した渡来系遺物
（注22）

と推定される。台付椀Ｇ類は腕部の

径高指数で比較すると、吉岡分類鋺Ａ類の範疇に含まれる。特に吉岡分類鋺ＡⅡ類は台脚

有蓋杯とされ、鈕のある蓋を伴うもので、台付椀Ｇ類の祖形になったと考えられる。ただ

し金属製容器は基本的に椀部の体部は内湾しており、台付椀Ｇ類のように側面形が逆台形

を呈さないことから、金属製容器の間接模倣と考えられる。この他、椀・台付椀Ｄ類、椀

Ｆ類、椀Ｉ類については、金属製容器、陶質土器ともに祖形とすることが難しく、現状で

は系譜が不明である。

以上、椀形須恵器の各類型の祖形について検討を試みた。まとめると以下の通りである。

　①金属製容器を祖形とする類型：椀Ａ類/椀Ｂ類/椀・台付椀Ｃ類/椀Ｇ類/椀・台付椀Ｈ

類/台付椀Ａ類/台付椀Ｂ類/台付椀Ｇ類

　②陶質土器を祖形とする類型：椀・台付椀Ｅ類/台付椀Ｆ類

③祖形が不明の類型：椀・台付椀Ｄ類、椀Ｆ類、椀Ｉ類

最後に、ここまでの検討を踏まえて、改めて椀形須恵器の消長とその背景についてまと

めたい。陶質土器を祖形とする椀形須恵器と金属製容器を祖形とする椀形須恵器のいずれ

もがＴＫ43段階には出現するが、前者はその後、種類が増えないのに対し、後者はＴＫ

209段階、飛鳥Ⅰ中相にかけて段階的に種類が増加する。ＴＫ43段階に椀形須恵器が登場

し始める背景については判然としないが、伽耶諸国の滅亡に伴う亡命渡来人や、あるいは

飛鳥寺の建立に見られるような百済との外交の影響で、倭国内で陶質土器や仏具等の金属

製容器の模倣が盛んに行われるようになったのかもしれない。興味深いのは、京都府下で

出土した各類型の椀形須恵器のほとんどが飛鳥Ⅰ真相で姿を消すことである。そのなかで

金属製容器を模倣した椀形須恵器の一部の類型（椀Ａ４類、椀Ａ５類、台付椀Ｂ椀、椀Ｇ類）

だけが飛鳥Ⅱ以降も椀形須恵器として選択的に製作されることになるのである。つまり、

７世紀中葉を境に、陶質土器を祖形とする椀形須恵器や、祖形が不明の椀形須恵器は生産

を停止し、金属製容器を模倣した椀形須恵器も奈良文化財研究所の器種分類における杯Ｇ
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や杯Ａに収斂していくように、椀形須恵器の種類が整理されるのである。金属製容器の模

倣土器が７世紀中葉に姿を消す背景については、推古朝前後の政権が階層的な食器制定立

プランに基づいた施策として意図的に制御したとする説
（注23）

も提唱されている。また、７世紀

の土器様式が飛鳥Ⅲ以降に変化し、大型供膳具や土師器高杯Ｂが土器組成のなかで上位器

種として扱われたことも指摘されている
（注24）

。椀形須恵器の器種の減少とは時期が一致しない

部分もあるが、土器様式の変化の中で、多様な形態をもつ椀形須恵器や高い脚台を持つ台

付椀が、上位器種や政治的に統制された食器制と競合することを避けるために規制された

のかもしれない。そうであれば、そうした政策が山城地域から丹後地域まで浸透していた

ことを示すのであろう。

５．	 おわりに
本稿では、京都府下から出土した椀形須恵器を集成し、分類と存続時期について整理し

た。さらに分類した各類型について金属製容器の模倣、陶質土器の模倣、祖形不明の３種

類に大別できることを示し、それぞれの類型について消長を比較したところ、７世紀中葉

において椀形須恵器の生産に大きな変化があることが明らかになった。これは、乙巳の変

を端緒として７世紀後半にかけて起きた政変に関連して、食器制の変革がおきたとする先

行研究を支持する事例研究となった。

椀形須恵器と金属製容器の比較について、本稿では径高指数によって行った。しかし、

吉岡氏の銅鋺分類と椀形須恵器の分類が厳密に一致するわけではない。今回、対象資料を

実見できておらず、台付椀については椀部形状のみで形態分類を行ったため、脚台部の形

状を分類に反映しておらず、さらなる検討も求められる。そのほか、関東地方や九州地方

での金属製容器模倣土器の先行研究についても十分に参照できず、検討に反映することが

できなかった。今後の課題としたい。全体として竜頭蛇尾な結果に終わったが、京都府下

における７世紀代の須恵器生産の動向を示す事例研究として、今後の研究に資することが

あれば幸いである。　　　　　　　（なむら・たけひこ＝当調査研究センター調査課主任）
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